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こどもの日の 5月 5日、「第 15凶こどもまつり 」が上印公闘γ 帯で行われました。快附にめぐまれ

たこの日は、体力測定、すもう大会、お馬の広場、子豚レース(=写真)、竹馬づくり主 と‘約20の催し

物が行われ、多くの家族連れていにぎわいました。また、今年オープンした上回創造館では、 fともた

ちのために無料開欣されました。
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市民と市長の日

r rli民と市長の，1J を6月2日(月l

午.Fiil 9 s寺カ、らjFi二まで、市役所3

階市長室で行います。

農地問題相談日

「l民地問題相談」を 6)J 2 fl(JJ)午

前 811寺30分から午後日、予ま で、市

役所 2附農業委員会事務1，，)でlfl、

ます。
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春の叙勲と褒章、 三氏がめでたく受信•••

知事表彰、五氏が晴れの受章

水道週間特集・...

カメラレホ..............
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一醤
の
叙
熱
湯
議
章
一

め
で
た
く
受
章

だ 昭和61年 5月16日ー一一ー(2)ーー

ーーーーー‘
ー___.‘

政
府
は
、
四
月
二
十
九
日
付
で
、

昭
和
六
十

一
年
春
の
叙
勲
と
褒
章
を

発
表
し
ま
し
た
が
、
市
内
で
は
次
の

三
人
の
皆
さ
ん
が
晴
れ
の
受
章
に
輝

き
ま
し
た
。

平野さん(63歳)

諏訪形 1178-1

平案
野喜

茂
さ
ん

以
来
、
昭
和
五
十
年
ま
で
五
期
連
続

二
十
年
の
長
き
に
わ
た
り
、
上
田
市

政
発
展
の
た
め
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
市
議
会
議
長
、
監
査
委
員

平
野
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
年
の
上

田
市
議
会
議
員
選
挙
で
当
選
さ
れ
て

え広 報 う

上田市功労者に

10氏を表彰

~第 959 サお959旬 -

な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
、
市
民
会

館
や
市
庁
舎
の
建
設
、
町
村
合
併
の

促
進
な
ど
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
昭
和
五
十
年
に
は
地
域

住
民
の
厚
い
信
望
を
集
め
て
長
野
県

議
会
議
員
に
当
選
さ
れ
、
今
日
ま
で

三
期
連
続
十
年
余
に
わ
た
り
、
地
方

自
治
の
進
展
と
県
民
福
祉
の
向
上
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
問
、
農
政

林
務
、
総
務
警
察
の
各
委
員
長
な
ど

の
要
職
も
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

決
勲
四
等
瑞
宝
章

瀬
川
大
蔵
さ
ん

瀬川さん(70歳)

上田 1211-7

瀬
川
さ
ん
は
、
昭
和
五
十
年
ま
で

四
十
年
余
の
長
き
に
わ
た
り
郵
政
業

務
に
在
職
さ
れ
、
豊
富
な
経
験
と
高

い
識
見
を
も
っ
て
郵
政
事
業
の
発
展

に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、

長
野
郵
政
局
貯
金
部
業

務
課
長
、
郵
政
省
上
席
監
察
官
補
佐
、

上田市功労者表彰を受章された皆さん

上
田
市
功
労
者
表
彰
式
が
、
五
月

一
一日、

市
役
所
六
階
大
会
議
室
で
行

わ
れ
ま
し
た
。

こ
の
功
労
者
表
彰
は
、
市
政
発
展

に
多
年
献
身
的
な
御
活
躍
を
い
た
だ

い
た
皆
様
の
功
績
を
た
た
え
る
た
め

に
行
っ
て
い
る
も
の
で
、
今
年
は
次

の
十
人
の
方
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

表
彰
式
で
は
、
永
野
市
長
が

「市

政
の
伸
展
に
長
年
に
わ
た
り
御
尽
力

い
た
だ
き
、
感
謝
し
て
い
ま
す
」
と

式
辞
を
述
べ
‘

一
人
ひ
と
り
に
表
彰

状
と
功
労
章
を
手
渡
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
受
章
者
を
代
表
し
て
南
波
常

樹
さ
ん
か
ら
「
A
寸後
J
U
上
岡
市
発
展

の
た
め
に
尽
く
し
た
い
」
と

の
謝
辞

が
あ
り
ま
し
た
。

受
章
者
の
皆
さ
ん
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。
〈
敬
称
略
・
五
十
音
順
〉

マ
井
出
武
彦
(
六
五
歳
・
笹
井
)

マ
遠
藤
利
治
(
六
二
歳
・
上
川
原
柳

町
)

マ
小
菅
博
(
六

一
歳
・
下
郷
)

マ
成
津
儀
三

(
六
四
歳
・
緑
が
丘
北
)

マ
南
波
常
樹
(
七
四
歳

・
下
之
郷
)

マ
箱
山
町
太
郎
(
七
八
歳
・
小
井
田
)

マ
増
田
正
俊
(
六
一

歳
・
小
泉
)

マ
三
井
準

一

(
六
八
歳
・
漆
戸
)

マ
室
漆
二
郎
(
七
七
歳
・
仁
古
田
)

マ
著
林
正
五
円
七
f
U
歳

・

虻

判

岡
市
こ

七
九
歳
・
中
央
北

一

Il
--
-七)

橋
詰
さ
ん
は
、
上
岡
市
民
業
委
員

長
野
地
方
貯
金
局
次
長
、
秋
田
地
方

貯
金
局
長
、
小
樽
地
方
貯
金
局
長
な

ど
の
要
職
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。
特

に
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
郵
便
貯
金

事
務
に
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を
導
入
す

る
な
ど
、
時
勢
に
即
応
し
て
機
械
化

を
進
め
た
業
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

会
勲
七
等
瑞
宝
章

酒
井

辰
二
さ
ん

酒井さん(70歳)

上田原1078-8

酒
井
さ
ん
は
、
昭
和
四
十
八
年
ま

で
三
十
五
年
の
長
期
に
わ
た
り
、
警

察
の
仕
事

一
筋
に
精
進
さ
れ
、
地
域

社
会
の
安
全
確
保
に
貢
献
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
任
務
に
あ
た
っ
て
は
、
何

も
の
も
恐
れ
ぬ
勇
気
と
豊
か
な
見
識

を
も
っ
て
臨
み
、
犯
罪
捜
査
、
防
犯

活
動
な
ど
警
察
活
動
全
般
に
わ
た
っ

て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
間
、
数

々
の
難
事
件
を
い
ず
れ
も
解
決
に
導

く
な
ど
、
輝
か
し
い
業
績
を
残
さ
れ

ま
し
た
。

ま
た
、
豊
富
な
知
識
と
巧
み
な
統

率
力
を
も

っ
て
部
下
職
員
の
指
喝
に

あ
た
り
、
後
継
者
づ
く
り
に
も
尽
く
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上

民 9591;、

車知

;長事

五
氏
が
晴
れ
の
受
章

県
は
四
月
二
十
三
日
、
今
年
度
の

知
事
表
彰
を
発
表
し
ま
し
た
が
、
市

内
で
は
次
の
五
人
の
皆
さ
ん
が
産
業

功
労
な
ど
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

+
産

業

功

労

島

喜

治

さ

ん

(六

O
歳
・
緑
が
丘
二
|
一
1

八
)

島
さ
ん
は
、
長
年
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

産
業
界
の
指
導
的
役
割
を
果
た
し
て

き
ま
し
た
。
特
に
、
日
本
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
見
本
市
振
興
会
理
事
・
運
営
委

員
長
と
し
て
、
日
本
の
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
技
術
を
世
界
に
広
く
紹
介
し
た
り
、

長
野
県
職
業
能
力
開
発
協
会
理
事
と

t: え一ー(3)一一一一昭和61年 5)J]6日 広報う

水
道
事
業
管
理
者
に

赤
沼
袈
裟
重
さ
ん

し
て
地
域
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
形
技

能
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
細
長
野
県
経
営
者
協
会
理

事
、
浅
間
テ
ク
ノ
ポ
リ
ス
推
進
協
議

会
副
会
長
な
ど
の
要
職
も
歴
任
さ
れ
、

地
域
産
業
の
振
興
に
も
努
め
て
い
ま

す
。

や
産
業
功
労
土
山
吉
次
さ
ん

(六
一一歳

・
中
央
四

一

八

三

四
)

土
山
さ
ん
は
、
昭
和
三
十
九
年
に

長
野
県
パ
ン
商
工
組
合
が
設
立
さ
れ

る
と
同
時
に
専
務
理
事
に
選
出
さ
れ
、

今
日
ま
で
組
合
の
発
展
に
努
め
て
き

五
月
一
日
付
で
、
水
道
事
業
管
理
一

者
に
赤
沼
袈
裟
重
さ
ん
が
任
命
さ
れ
一

ま
し
た
。
前
任
の
堤
強
さ
ん
は
、

一

四
月
二
十
三
日
を
も
っ
て
退
任
さ
れ
、
一

収
入
役
に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
一

赤
沼
袈
裟
重
さ
ん
(
あ
か
ぬ
ま
け

さ
し
げ
、
五
十
五
歳
、
蒼
久
保

一

六
四
二
l
七
・
み
す
ず
台
南
)

略
歴
:
・
県
立
丸
子
実
業
高
等
学
校

卒
業
、
上
田
市
農
政
部
長
、
上
田

市
財
政
部
長
、
上
田
市
総
務
部
長
『

上田

状
と
功
労
章
を
手
渡
し
ま
し
た
。
続

い
て
、
受
章
者
を
代
表
し
て
南
波
常

樹
さ
ん
か
ら

「今
後
も
上
田
市
発
展

ま
し
た
。
そ
の
問
、
組
合
員
の
団
結

強
化
を
図
る
と
と
も
に
、
組
合
員
企

業
の
技
術
水
準
の
向
上
の
た
め
講
習

会
を
積
極
的
に
開
催
す
る
な
ど
、
献

身
的
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
長
野
県
食
品
衛
生
協
会
の

理
事
と
し
て
、
上
小
地
区
の
食
品
衛

生
向
上
の
た
め
地
区
の
会
報
を
発
刊

し
、
そ
の
編
集
人
と
な
っ
て
活
躍
さ

れ
ま
し
た
。

品。
産
業
功
労
若
林
糞
良
さ
ん

(七

O
歳
・
中
央

一

二

l
七
)

若
林
さ
ん
は
、
上
田
卸
商
業
協
同

組
合
の
設
立
に
際
し
て
は
参
加
組
合

員
の
勧
誘
な
ど
、
上
田
卸
団
地
の
発

足
に
尽
力
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
は
、

同
組
合
の
副
理
事
長
の
要
職
に
あ
り
、

つ
ね
に
協
同
意
識
を
高
め
各
種
組
織

の
必
要
性
を
提
唱
す
る
な
ど
、
集
団

化
事
業
の
発
展
に
力
を
注
い
で
こ
ら

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
上
回
商
工
会
議
所
の
商
業

部
長
と
し
て
、
公
設
市
場
構
想
を
打

ち
出
す
な
ど
、
地
域
商
業
流
通
業
界

の
発
展
に
も
貢
献
さ
れ
て
い
ま
す
。

や
産
業
功
労
橋
詰
一
男
さ
ん

マ
三
井
準
一

(六
八
歳
・
漆
戸
)

マ
室
津
二
郎
(
七
七
歳
・
仁
古
田
)

マ
若
林
正
五
へ
七
O
歳
・
新
屋
」

(
七
九
歳
・
中
央
北

-Jo--七
)

橋
詰
さ
ん
は
、
上
田
市
農
業
委
員

会
連
合
会
長
、
上
田
市
農
業
共
済
組

合
副
組
合
長
な
ど
の
要
職
を
歴
任
さ

れ
、
農
政
の
進
展
、
共
済
制
度
の
普

及
に
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。
上
田
市
内

の
九
農
業
協
同
組
合
の
大
合
併
に
際

し
て
は
、
専
務
理
事
と
し
て
組
合
長

を
適
切
に
補
佐
し
て
、
合
併
推
進
に

日
夜
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
現
在
ま
で
の
十
五
年
間
、

新
田
自
治
会
長
と
し
て
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
が
、
こ
の
間
上
田
市
自
治
会

連
合
会
長
、
長
野
県
自
治
連
合
会
副

会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

品。
社
会
福
祉
功
労
笠
原
正
太
郎
さ

ん
(
六
二
歳
・
神
畑
八
一
一
一
|
六
)

笠
原
さ
ん
は
、
昭
和
四
十

一
年
か

ら
今
日
ま
で
の
こ
十
年
間
、
上
田
市

身
体
障
害
者
福
祉
協
会
会
長
と
し
て
、

協
会
の
発
展
と
会
員
の
福
祉
向
上
の

た
め
献
身
的
に
努
力
さ
れ
て
き
ま
し

た
。
特
に
、
県
下
に
さ
き
が
け
て
市

協
会
の
青
年
部
を
発
足
さ
せ
る
な
ど

組
織
強
化
に
も
力
を
注
が
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
昭
和
六
十
年
に
は
、
長
野

県
身
体
障
害
者
福
祉
協
会
理
事
長
に

就
任
さ
れ
、
協
会
の
発
展
と
障
害
者

自
立
更
生
の
指
導
な
ど
に
尽
力
さ
れ

て
い
ま
す
。

率
力
を
も
っ
て
部
下
職
員
の
指
導
に

あ
た
り
、
後
継
者
づ
く
り
に
も
尽
く

々
c
h札
±
a
!」
れ
¥
。

上田市、上田商工会議所では、商工業の経営相談(開業、転業も

含む)を開設しています。希望者は、下記の申込先へ事前に御連絡

くださし、。相談は無料で、秘密は厳守されます。

相談日 ...毎月 10日、午前10時から午後 3時(相談日が日・祭日の

場合は翌日、土曜日の場合は翌週月曜日になります)

相談会場・・・上回商工会議所会館

申 込先…市商工課宮⑫4100内線604、上回商工会議所宮@4500、塩

田商工会E⑬3610、川西商工会宮@2033

商工業の経営相談を開設
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水道は暮らしを守るお母さん

間 .6月 1 日 ~7 日

今
年
も
六
月

一
日
同
か
ら
七
日
出

ま
で
、
「
第
二
十
八
副
水
道
週
間
」
が

全
国

一
斉
に
行
わ
れ
ま
す
。

我
が
国
に
近
代
水
道
の
通
水
が
行

わ
れ
て
か
ら
、
間
も
な
く

一
世
紀
に

な
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
間
に

水
道
は
目
覚
ま
し
く
普
及
し
、
全
国

的
に
も
九

O
%
を
超
え
る
高
普
及
時

代
を
迎
え
て
い
ま
す
。

い
ま
や
水
道
は
、
国
民
の
健
康
で

文
化
的
な
日
常
生
活
を
支
え
る
最
も

重
要
な
施
設
の

一
つ
で
あ
り
、
社
会

的
・
経
済
的
な
諸
活
動
の
中
で
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
施
設
で
す
。
し
か

し
、
近
年
の
水
道
を
取
り
ま
く
状
況

は
厳
し
く
、
水
源
の
開
発
、
渇
水
時

や
災
害
時
に
お
け
る
給
水
確
保
体
制

の
整
備
、
水
源
の
汚
濁
防
止
な
ど
、

皆
様
の
お
手
元
に
安
心
し
て
飲
め
る

き
れ
い
な
水
を
安
定
し
て
お
届
け
す

る
た
め
に
は
、
多
く
の
問
題
を
抱
え

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
時
に
あ
た
り
、
水
道

に
つ
い
て

一
層
の
御
理
解
と
関
心
を

深
め
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
公
衆
衛

生
の
向
上
と
生
活
環
境
の
改
善
を
図

てる
し、た
まめ
す
。水

道
週
間
か
毎
年
f丁
わ
オ1・

資
料
館
」
を
造
り
ま
し
た
が
、
こ
の

資
料
館
も

一
般
に
開
放
し
ま
す
の
で
、

御
覧
く
だ
さ
い
。
水
道
資
料
館
に
は

上
水
道
が
創
設
さ
れ
た
当
時
か
ら
の

貴
重
な
写
真
や
機
器
与
ど
が
保
存
、

展
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
道
局
で
は
水
道
週
間
中

に
、
き
れ
い
で
お
い
し
い
水
の
も
と

に
な
る
樹
木
を
育
て
る
た
め
、
塩
尻

地
区
に
あ
る
座
摩
配
水
池
で
記
念
植

樹
を
す
る
予
定
で
す
。

え広報う...都 959号第 9591，;._ 

6
月
1
日
何
回

j
6
日
働

染
屋
浄
水
場
を
開
放

染
屋
浄
水
場
内
に
あ
る
「
水
道
資
料
館
」

上
田
市
水
道
局
で
は
、
水
道
週
間

に
合
わ
せ
て
六
月

一
日
間
か
ら
六
日

働
ま
で
染
屋
浄
水
場
を
市
民
の
皆
さ

ん
に
開
放
し
ま
す
。
大
勢
の
皆
さ
ん

お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

染
屋
浄
水
場
内
に
は
、
昨
年
十

一

月
に
旧
管
理
棟
を
改
修
し
て

「
水
道

町内
川

染
屋
浄
水
場
の

a

水
道
施
設
集
中
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム

上
田
市
民
の
水
が
め
「
菅
平
ダ
ム
」

水
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で

bjコせます。

lや砂を薬の

Iック )，こし

1ミや砂をit
Nりていし、は羽|

十へ民 リ、 i可

きなかった

りこして~K
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水
が

つ
く
ら
れ
る
ま
で

私
た
ち
か
、
毎
日
使

っ
て

い
る
水

道
の
水
が
つ
く
ら
れ
る
ま
で
を
、
水

練
か
ら
家
庭
へ
届
く
ま
で
順
次
紹
介

し
ま
す
。

t: えーー(引戸一一一昭和61{I二 5JJ16L1 広報う

沈砂池

〈水 源〉千曲川とその支流の神川の表流水か

主な*i除、て、す。この水平IJ権ば一 日当たり 66，288
立方メー トルです。菅平ダムは、昭和43年に完

成した重力式コンクリートダムで、規模は高さ

41.8メートル、l幅149.7メートル、総貯水量345万

立方メートルて、す。市民の水がめとして水道の

水に利用されるほか、農業用、発電用にも使わ

れる多目的ダムです。

〈沈砂池〉水中の砂やゴミを

沈めるために、水源ごとにあ

ります。

〈導水管〉水源から浄水場ま

で水を導いてくる水道管で「仁

導水管

①着水井(ちゃくすいせい) 水源からやって

きた水の量をはかったり、水を分けたりし

ます。この水は原水て、まだ飲むことはでき

ません。

②薬品注入設備 水に薬をまぜるところです。

この薬をポリ塩化アルミニュームといいま

す。

-・・M開=・・ーー-

〈浄水場〉飲み水をつくる工場です。)11から

耳元*した*は、そのままではj濁っていたり、

細菌がたくさんあ って飲み水としては使えま

せん。そこで浄水場で子を加えてきれいにし

て家庭へ届けています。染屋浄水場と石舟・浄

水場があり、次の①~⑧の順序により作業し

ています。

f混和池沈でんi也、

排水処理施設

③薬品混和池 水に加えた薬を十分まぜあわせます。

④フロック形成;也 水の中のこまかいゴ ミや砂を薬の

はたらきで、沈みやすいかたまリ(フロック)にし

ます。

⑤沈て、ん池 itみやすくなったこまかいゴミや砂を沈

めて取り除きます。ここで生じたゴ ミや汚でいは排

水処理施設で処理され、上澄水は着水井へ戻り、汚

でいは加圧脱水を行L、ます。

⑥ろ過池 沈でん池でも取り除くこと ができなかった

小さなゴミや細菌などを砂の層でゆっく りこして取

り除きます。

⑦消毒 ろ過池ですっかりきれいになっ

た水に微量の塩素を入れて、病原菌を死

滅させます。これで安心して使えるきれ

いな水になりました。

配水管

⑧配水池 きれいになった水をためておき、

1日の水の使い方のむらを調節します。配

水i也を高し、所につくったり、ポンフ。揚水を

して水圧がかかるようにします。このよう

にして台所のじゃ日から豊富にいきよいよ

く、きれいな*が出るようにします。

給水装置

〈配水管〉 配水j也にためられた水

は、長い配水管を通して家庭にく

ばられます。配水管は道路の Fを

通っています。

〈家庭へ給水〉 配水管を通ってき

た水は給ノド管にわかれ、家庭の敷

地にはL、り、じゃ日につながりま

す。
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水道の新・増設 置璽軍師寝室

故障修理は指定工事庖ヘ第 1種指定工事庖

御家庭の電気温水器、ガス湯沸器、太陽熱温水

器などを取り付ける場合、水道と器具 との接続工

事は、市の指定工事底でないとでき ませんので、

次の工事唐へお申 し込みください。

第2種指定工事庖

住所

天神 4-29-3 

緑が丘]ー22-27 

大字国分522-1 

中央 6-16-8 

中央商 1-6 -14 

常閃 2-20-26 

大字芳田439-1 

中央 2-16-10 

大手 2ー 7-10 

中央 4ー 18-2 

大字上室t11606

常磐滅 3-1 -6 

工事 応名 電話

22-0454 

22 -1258 

23-2950 

27-3133 

22-2613 

22-8456 

25-3030 

22-8600 

24-8500 

23-2720 

31-3756 

22-2747 

上回カス 側

室尾商 庖

長崎尚 庖

千野商応附

描 [AJ 陪]底

武重前会側

サンリン上国営業所胸

中央工機 l産業側

上岡市農業協同組合

マキノ商会

西 iK 設備

信菱空調設 備側

青島 タイ ル陶 |大字御所356-5 I 24-6651 

山本電 気 商会|大字別所温泉178 1 38-2123 

黒海工統庖|大字本 郷 凶7-4 1 38一日9

小 出 正 憲|大字中野似 1 38-3296 

本島 電 器 | 大字住吉290-6 I 24 -1340 

第1種指定工事庄・・・一般の給水工事を行います。

第1種指定工事庖一・水道に接続する湯沸器、温水器

などに付帯する部分のみの接続、

修理工事を行L、ます。

水道料金納入に

口座振替の御利用を
口座振替制度とは、皆さんが預金されている

金融機関の口座から、自動的に水道料金を支払

づてくれるシス テムです。 日ごろ、お忙しい御

家庭めんーにとっ てはたいへん便利な制度です。

お申し込みは、預金通帳と 印鑑(預金の出し

へれに使っているもの)に納付書をお持ちにな

勺ア、 取り引きの金融機関で簡単にできます。

1:・'l-~ I山名

14' t~j 欽 r所骨術

面 卜 組側

主_1 J十設備_l業(剣

工藤商会側

閏丸工務所僧

上野設備側

f主

F
h
d
 一一

3

一
o

an---
司

EA
-
n〆M

m''
一
角
ノ

--A吋

d--
一

-

nx
u
-
司

l

-
'i

-
n
L
-
-
-
-

M
一
一
一
一
一
乙
一
日
一

l

郷一

1
一
3
一
郷
土
一
一

之
一
二
二
之
一

6
一
2

下
一
2
一
2
一
下
一
城
一
北

字
一
入
一
神
一
字
一
磐
一
央

大
一
踏
一
天
一
大
一
常
一
中

所 電話

38-2004 

22-0271 

22-0302 

38-6956 

22 -3412 

22 -8022 

大屋設備工業(郁|大字大屋236-20 I 35-0217 

昭和設備工業側|中央 2-22-16 

信 和 側|常磐城 3-13ー17

唐沢設備工業|大字住吉1577

トキワギ水道工事応|常磐城 6-9 -10 

中央設備工業|畑 2-22-32 

岩 瀬 設 備!大字林之郷叩

川 上商会側|大手 2-4 -48 

島田設備工業網|緑が丘 3-17-9 

川 西 設 備 工 業 所 | 大 字 小 泉 側 一 1

春 原 建 設 側 | 大 字 住 吉 川7

日本がス水道附|天神 4-28-7 

真田設備銅|大字住吉689

上 野 管 工|大字諏訪形印ー 2

池田水道工務所|大字秋和お7ー1

長野フ。ロパンガス側|大字国分542

本州管工胸

中村商会(何

城南ガス設、Jn右側

小林設備工業所(句

ユニ設備

北原設備

宮林設備

一 栄工業陶

ミ ヤガミ建設側

トーワ管工側

堀設備側

富島設備側

大字蒼久保1543-4 

天神 1-6 -6 

大字上田原435

大字本郷409

大字秋和882-3 

緑が丘 2-6-21

大字本郷585-1

中央東 1-13 

大字芳田1040

大字住吉田一 2

大字上野1332

大字本郷610-1 

44-3911 

24 -3310 

24 -2602 

22 -1343 

22-2853 

22-3741 

22-0858 

27 -5558 

24-3371 

22ー 7018

27 -4434 

22-0102 

24 -3290 

24ー 7612

22-5518 

35 -1054 

25-J046 

22-5123 

38-2400 

27ー 7570

24-1797 

38-7177 

24 -1256 

24-0486 

27-6249 

24 -0521 

38-7474 

滞納のない明るL、暮らしを

水道料金は、皆さんが実際に使用した水道の水

にかかる料金です。この収入によって水道事業が

行われています。うっかり納め忘れることのない

よう注意しましょう。滞納が長引きますとみんな

の迷惑になりますので、やむを得ず給水を停止する

こともあります。文化的・衛生的な明るい暮らし

のためにも納め忘れのないようにしてください。
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ご協おそか帝展め

" 

I 
口!宅括

金融機限

ってくれ

家庭内右

お$し

へれに依

って、耳h

器など

事は、

次の工燃
え
る
ゴ
ミ
に

金
属
類
、
を
入
れ
な
い
で

マ久

危
γ
ル入、

円
H
H
F
f
+舟
1

，

上
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
が
完
成
し
ま

新
施
設
は
機
械
炉
の
た
め
、
焼
却
後
の

残
灰
に
金
属
類
が
あ
る
と
故
障
の
原
因
に
な
り
ま

す
。
建
設
に
い
く
ら
巨
額
を
投
じ
て
最
新
技
術
、

設
備
を
導
入
し
て
も
金
属
類
は
燃
、
え
ま
せ
ん
。

か
燃
え
る
ゴ
ミ
。
と
か
燃
え
な
い
ゴ
ミ
。
の
分
別

に
配
慮
し
て
い
た
だ
き
、
「
市
民
の
財
産
」
上
田
ク

リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
延
命
に
御
協
力
を
お
願
い
し

J

3

-

、言

、

1
L
J
人
・
刀

宇品、↑
q

ノ。

空
き
缶
な
ど
が
目
立
つ
焼
却
残
灰

上
田
市
真
田
町
じ
ん
か
い
焼
却
場
組
合

上
田
市
清
掃
事
務
所
合
⑫
0
6
6
6

(う らも ごらんください)
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(ネ考〉
Ah 
，奄)

え

の)
つ広報

Sミ
-第 959号)59号-

h十め

0
紙

類

座イスなど
/てイブ類

ポリ製品

※燃える料大ゴミで、 2mぐらいまでのものは持ち込んでくださし、。

木

車氏/¥ック

タイヤ

古

クツ

テレヒ

0
木
材
類

洗濯機

タタミ タンス

本

(水切り充分に ，1) 

ジュータン

洗剤・調味料など容器

冷蔵庫

古

空き缶

0
料
理
く
ず

O
布

類

乙

コ、

し
ま
で
f
b
吟
ち
休
)
み
り

ω同町
怯
え
A
A

・
守
電
、
ミ
ヒ

、i'
‘

.h・

‘，恒
F

・E

‘.. ‘‘， 

L
q円
い‘. 

3
1
F
 

出
来
多
幸
で
す
の
で
御
小
明
の
点
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

コ“
ー、

、、、

ア、
E主

、、、

‘之

る
-五加)

ばれま

=写真

田城を

き通 り

春
風
に
鯉
の
ぼ
り



Z 

川
ー
ル
‘
之
ア
c

ー-匂圃

、、

4ミ

長

2 
a 

ν

炉
参
F
J
で
す
の
で
御
小
川
の
点
は
お
問
い
合
せ
く
だ
さ
い
。

第リユ!J ~;. ...... 

主
肺
ロ
岡
刷

y
h
釧
枇
爪
り
ぽ
u
w
n
y

四
月
-
一十
七
日
か
ら
五
月
五
日
ま
で
、
越
戸
地
区
の
高
古
(
月
見
堂
)
か

ら
-
a

百
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
り
約
百
--
A

十
本
の
鯉
の
ぼ
り
が
泳
ぎ
、
近
く
を

通
る
人
の
目
を
引
き
ま
し
た
。
こ
れ
は
公
民
館
の
越
戸
分
館
の
皆
さ
ん
が

各
家
庭
か
ら
寄
付
し
て
も
ら
っ
た
鯉
の
ぼ
り
を
飾

っ
た
も
の
で
す
。

武
者
行
列
な
ど
盛
大
に

fごえ一 (7ト一一昭和161ilニ5}Cj 16L( 広報う

ーーーーー戸ーーー-白

が.ち、せみ

テレトピア

シンポジウムを開催
上田地域(上田市・丸子町・東

音1)111]"• J;反.t1iX1IIT) のテレトヒアモプ

ル都市指定を記念して、テレトヒ

アシンポジウムが聞かれます。人

場は無事斗です。 け

と き...6月 6日掛午後 l時倒坊

ところ・・・上田創造館文化ホール

〈企画調整課企⑫4100内線227>

「寝たきり老人を江家族の会」を開催
市では、寝たきりのお年寄りをかかえる家族の皆さんが

健康で介護できるよう 、次のとおり開催します。

くと き〉 第 1回 =5月26日(月)午後 1時30分から 4時まで

くところ〉 上田市保健センタ一(上田市役所南庁舎 2階)

〈内 容〉 開講式、映画上映¥話し合い

く申込方法> 5月24日仕)までに、保健一予防課(宮⑫4100内
線290・有線②0722)に電話で申し込んでくださし、。

なお以降、隔月で 5回予定していますれ，くその他〉
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お知らせ
交
通
災
害
共
済
に

え

加
入
し
ま
し
た
か

広報う

市
民
課
庶
務
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
5
7
7

有
線
②
0
7
0
1

い
ま
皆
さ
ん
が
加
入
し
て
い
る
交

通
災
害
共
済
は
、
五
月
三
十

一
日
出

で
期
限
が
切
れ
ま
す
。
現
在
加
入
し

て
い
る
皆
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
、
ま
だ

加
入
し
て
い
な
い
皆
さ
ん
も
、
こ
の

機
会
に
家
族
そ
ろ

っ
て
加
入
し
ま
し

ょ、っ
。

五
月
中
は
、
自
治
会
、
学
校
、
園

で
申
し
込
み
の
取
り
ま
と
め
を
し
て

い
ま
す
。
自
治
会
な
ど
で
申
し
込
み

を
し
な
か
っ
た
皆
さ
ん
は
、
市
民
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

戸部959 J，.~-959号、ー

往
基
法
が

6
月
か
ら
改
正

を
ム
丑
~
胃
r
m
n
M
Pま

d
h
リ

上田市値樹祭が5月9目、市内山口の黄

;金沢地籍で、約250人が参加して行われまし

:芝。今回は、北小学校の 6年生も特別に参

: ~Oして、 3.000本のヒノキを約 T ヘクタール

にわたって樋樹しました。

〈
会
費
〉

一
般

1
一
人
年
額
三
百
円

団
体

l
一
人
年
額
一一
百
円
(
保
育
園
・

幼
稚
園
の
園
児
、
お
よ
び
小
中
学

校
の
生
徒
)

※
た
だ
し
、
次
の
方
は
市
が
会
費
を

負
担
し
ま
す
の
で
、
申
し
込
み
を

し
な
く
て
も
自
動
的
に
加
人
と
な

り
ま
す
。

生
活
保
識
者
、
身
障
者
(
障
害
程

度
等
級
表

一
・
二

・
三
級
の
方
)
、

療
育
手
帳
を
所
有
す
る
方
、
交
通

災
害
遺
児
、
七
十
歳
以
上
の
方
(
大

正
五
年
五
月
三
十

一
日
以
前
に
牛

ま
れ
た
方
)

さ
れ
ま
す
の
で
、
請
求
者
お
よ
び
窓

口
に
来
ら
れ
た
人
(
代
理
人
)
そ
れ

ぞ
れ
の
押
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

⑫E4 青年少課
受 F

けメ

。
れ家年青線内。

6 
8 庭を の

ア
青
少
年
の
国
際
交
流
を
行

っ
て
い

る
「
世
界
青
少
年
交
流
会
」
お
よ
び

「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」
の
招
待

に
よ
り
、
こ
の
夏
、
ア
メ
リ
カ
の
青

年
十
七
名
が
上
田
市
を
訪
問
し
ま
す
。

「
上
回
世
界
青
年
友
の
会
」
で
は
、

こ
の
ア
メ
リ
カ
青
年
の
ホ
l
ム
ス
テ

イ
(
民
泊
家
庭
)
を
次
に
よ
り
募
集

し
ま
す
。
子
ど
も
さ
ん
の
英
会
話
の

勉
強
や
ア
メ
リ
カ

の
生
活

・
文
化
を

知
る
よ
い
機
会
で
す
の
で
、
御
協
力

い
た
だ
け
る
方
は
青
少
年
課
へ
電
話

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

訪
問
期
間
:
・
七
月
十

一
日
働
か
ら
十

四
日
開
ま
で

の
三
泊
四
日

募
集
世
帯
数
・
:
十
五
世
世
帯
(
多
数
の

場
合
は
抽
選
)

募
集
期
限
・
・・六
月
十
六
日
刊

そ
の
他
・
・
・
訪
問
中
は
市
長
表
敬
訪
問
、

学
校
訪
問、

企
業
見
学
、
交
流
パ

ー
テ

ィ
ー
な
ど
の
行
事
か
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対

し
て
、
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し

込
み
受
付
を
、
次
に
よ
り
行
っ
て
い

名称 キ11談 " キ11談 H与問l 担 、円 ゆずります 〈希望価俗〉 ゆずってください

法律相10主 6)J BFI 午後 弁必 l二 ベビーベ ッ ト 5，000円 七五二男物
般) 6 ):J 2i 11 1 : 30-3 : 30 ( r約制)

チ供用食堂イス 2，000円 すべり台
法律相談

6 ) 112日 午後 百1i.去古::-1二 電気オルガン 無料 電子レンジ
l登記l刻保) 1 : 00-4 : 00 上地家屋調査 L

掃除機 3，000円 婦人用自転車

人権-tH晶表 6 11 5 I:J 'f後
人(法権務擁局説職委員員) ステレオラジオカセットレコーダー 20，000円 大人用自転車1 : OO-~ : 00 ~ 

オートパイ用ヘルメ ッ卜(女子用) 1，500円 二段ベット
午(斗前ιi9l) : ~ 

都市ガス用瞬間湯沸器 5，000fIJ 剣道防具一式
市民相談 毎 H 午0後05:00 

市民相談室
都市ガス用風呂釜(ポリパス付) 2，000円 編機(日 ・祝日除(l ( UJJ: 

午前9:O()-
ガスオーフ'ン 8，000円 和文タイプライター

同恥 匂 H 

11-_ "1' 

午前9:00-
相交通談事故員

卓球台 8，000円 ゲタ宇宙

医」走 Ij -H削 除く ) 午後4: 00 反物(20-30代用、化横) 3，000円 流し台
(‘ド 11)

ベ ッ ト式肩もみ機 5，000円 リビングセッ ト
向齢布 l 毎 日 午前9:of表0-

職業安定貝所'H&:4 : 00 。紹介後の 卜フブルなどは、責任 フランコ
提来十H悶:ki (I:J・祝日除<l 午(iF:iHijJ9t):00ー 相 談

を負L、かねますので御 r*くださし、。 アレイ
'1三

1'>由ずりトぃ王王勃1 白ず 司 ア日 Iぃ'"物がホ円安 1t、ム F仁

( 5月7日現住)不用品登録情報(主なもの)市の相談業務(6月)

活環境課(宮@4100内線301)へお気軽に御連絡を。

[>紹介を受けた人は取り引きの結果(成立、不成立にかかわ

らず)を生活環境課へ御連絡 ください。

v凧り、，1f沖1ドt哨判州|い旬走れ(

寸，'1，泊百環境一ぷ采 (宮@~刊10ω01内付線:初iω01υ) に わお.申し込み
〆だき t‘。
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を
し
な
か
っ
た
符
さ
ん
は
、
市
民
課

へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

第 959~;、

住
基
法
が

6
月
か
ら
改
正

住
民
票
の
写
し
の

請
求
に
は

グ
使
用
目
的
4

を

市
民
課
市
民
第
一
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
7
3

六
月

一
日
か
ら
、
住
民
基
本
台
帳

法
の

一
部
が
次
の
よ
う
に
改
正
さ
れ

ま
す
。

改
正
の
理
由
は
、
住
民
基
本
台
帳

な
ど
を
不
当
に
利
用
し
て
、
住
民
の

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
こ
と
の

な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
に
あ
り
ま
す
。

〈
住
民
票
の
写
し
の
交
付
な
ど
〉

六
月

一
日
か
ら
は
、
他
人
の
住
民

基
本
台
帳
の
閲
覧
、
住
民
票
の
写
し

な
ど
の
交
付
ま
た
は
戸
籍
の
附
票
の

写
し
の
交
付
を
請
求
す
る
と
き
は
、

「請
求
の
事
由
」
つ
ま
り
ど
の
部
分

を
何
の
目
的
に
使
用
す
る
か
を
具
体

的
に
示
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
も
し
、
そ
の
請
求
が
不
当
な

目
的
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
き
は
、

こ
れ
に
応
じ
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
り

ま
す
。ま

た
、
戸
籍
の
附
票
の
閲
覧
は
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

こ
の
改
正
に
と
も
な
い
、
住
民
票

な
ど
の
交
付
申
請
書
の
様
式
も
変
更

?三えー (9)ーー一昭和61年 5月16日 広報う

さ
れ
ま
す
の
で
、
請
求
者
お
よ
び
窓

μ
に
来
ら
れ
た
人
(
代
理
人
)
そ
れ

ぞ
れ
の
押
印
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

〈
住
民
票
の
写
し
の
格
式
v

六
月

一
日
か
ら
住
民
票
の
写
し
は
、

世
帯
主
と
の
続
柄
、
本
籍
地
お
よ
び

筆
頭
者
氏
名
な
ど
省
略
し
た
も
の
を

交
付
す
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、
官
公
署
な
ど
へ
提
出
す

る
も
の
で
、
特
別
必
要
と
認
め
ら
れ

る
場
合
に
は
従
来
の
様
式
で
交
付
し

ま
す
が
、
そ
の
判
断
の
根
拠
と
す
る

た
め
に
も
使
用
目
的
を
明
ら
か
に
し

て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、

御
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
注
意
事
項
〉

本
人
と
い
つ
わ
っ
た
り
、
う
そ
の

事
由
を
示
し
て
、
住
民
基
本
台
帳
の

惇

閲
覧
、
住
民
票
の
写
し
な
ど
の
交
付
手

ま
た
は
戸
籍
の
附
票
の
写
し
の
交
付
額

を
受
け
た
と
き
は
、
過
料
に
処
せ
ら
蝉

れ

る

こ

と

が

あ

り

ま

す

。

一

炉
金資設建宅住人個

住
宅
金
融
公
庫

個
人
向
け
融
資
の

申
し
込
み
受
付
中

住
宅
金
融
公
庫
北
関
東
支
所

8
0
2
7
2
⑧
6
6
5
5
 

住
宅
金
融
公
庫
で
は
、
自
分
が
住

む
た
め
の
住
宅
を
新
築
す
る
方
に
対

し
て
、
個
人
住
宅
建
設
資
金
の
申
し

込
み
受
付
を
、
次
に
よ
り
行

っ
て
い

ま
す
。

受
付
期
間
・・
・
五
月
三
十
日
働
ま
で

選
定
方
法
・
:
選
考
(
無
抽
選
)
に
よ

り
行
い
ま
す
。

融
資
額
・
利
率
:
・
別
表
の
と
お
り

返
済
期
間
:
・
木
造
の
場
合
二
十
五
年

以
内

申
込
場
所
・
:
住
宅
建
設
場
所
と
同

一

県
内
の

「住
宅
金
融
公
庫
業
務
取

扱
庖
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関

手IJ Eド 融資限l支傾 特別
作)jIJ

住宅の床刷平氏 はじめの 11年目 簡恥I 加算額
加算事自

10年間l 以降 耐火 木造 の金利

60肘以上-120m'以ド 5.25% 6.15% 640万jlJ 510)jllJ 150)jllJ 

120m'超 -145m'以ド 5.65% 710力ドl 570)jlLJ 6.15% 

(1 20m'超-145m'以ト) (5.65%) 6.15% (820)jドJ) (660)jjlJ) 200)j1'J 

145m'超-180m'以ド 6.15% 6.15% 780力jlJ 630)jjl J 250)jllJ 

)内は老人向l出ーの場合

6月の乳幼児健康診査
0受付時間は、いずれも午後 1時から 2時。

o母子健康子帳とパスタオル (4・10か月児)、ハブラシ(l歳

6か月児)をお持ちくださ1，'0また、 1歳 6か月児は赤ちゃ

ん手帳の中にある健康診査票を記入してお持ちくださ1，'0

~ t暴 健診 実施日 大ず 象 児

4か月児
6月3日 61年1月間 -1月31日生J
6月17日 61年2月l日-2月15日生

10か月党
6月5日 60年7月16日-7月31日生

上田市保健センター 6月20日 60年8月l日-8月15日生

(市役所南庁舎 2階)
l歳6か月児

6月4日 59年11月16日-11月30日生

6 J=J 18日 59年12月l日ー12月15日生

3歳児
6月6日 58年5月1日-5月15日生

6月27日 58年5月16日ー 5月31日生

塩田母子健康センター
4か月児

6月10日
61年1月16日-2月15日生

10か月児 60年7月16日-8月15日生
(塩団地区)

3歳児 6月13日 58年4月l日-5月31日生

4か月LE 61年l月16日-2月15日生

川西社会福祉センター 10か月児 6月11日 60年7月16日ー 8月15日生

()1I西地区) l歳6か月児 59年11月16日ー12月15日生

3歳児 6月25日 57年12月l日-58年5月31日生

※駐車場が手狭のため、なるべく車てもの来月二は~jJ遠慮、ください。
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小
児
マ
ヒ
予
防

ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン

を
投
与
(
二
回
目
)

保
健
予
防
課
保
健
係

宮
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

急
性
灰
白
髄
炎

(
小
児
マ
ヒ
)
予

防
の
た
め
、
ポ
リ
オ
生
ワ
ク
チ
ン
投

与

(
二
回
目
)
を
別
表
の
と
お
り
行

い
ま
す
。
該
当
す
る
子
供
さ
ん
は
、

お
受
け
く
だ
さ
い
。

※
詳
し
く
は
、

三
月
十
六
日
付
け
の

え広報う

急性灰白髄炎予防接種目程表(春期)

戸部959号959号~

日
本
脳
炎

。広

報
フ
え

だ

を
御
覧
く
だ‘
さ

臨
時
職
員
(
保
母
)
を

募
集
し
ま
す

総
務
課
職
員
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
2
2

有
線
②
0
6
5
1

市
で
は
、
保
育
園
の
臨
時
保
母
を

募
集
し
ま
す
。
御
希
望
の
方
は
、
履

歴
書
を
持
参
し
、
市
役
所
三
階
総
務

課
職
員
係
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

申
込
順
に
登
録
し
、
必
要
に
応
じ
て

東受付時聞は午後 1時30分から 2時 30分です。

接駐車場が狭いため、車での来庁はなるべく御遠慮くださし、。‘

母
子
手
帳
、
問
診
票
(
赤
ち
ゃ
ん

手
帳
の
中
に
あ
り
ま
す
。
五
十
七
年

三
月
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
は
、

雇
用
し
ま
す
。

〈
勤
務
条
件
〉

O
勤
務
時
間

1
月
曜
日
か
ら
金
曜
日

ま
で
は
、
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
五
時
、
土
曜
日
は
午
後
零
時

三
十
分
ま
で

O
賃
金

1
日
額
四
千
六
百
円

〈
雇
用
要
件
〉

年
齢
四
十
歳
未
満
で
保
母
資
格
を

有
す
る
人

「
女
性
問
題
」
を

テ
ー
マ
に
公
開
講
座

長
野
大
学
公
開
講
座
事
務
局

宮
⑩
2
3
5
0

今
年
四
月

一
日
、
男
女
雇
用
機
会

均
等
法
が
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
長
野
大
学
で
は
こ
の
機
会
に
過

去
、
現
在
、
未
来
に
お
け
る
女
性
の

生
き
方
、
役
割
を
考
え
る
「
公
開
講

座
」
を
次
の
よ
う
に
聞
き
ま
す
。
男

性
、
女
性
を
問
わ
ず
お
気
軽
に
お
出

か
け
く
だ
さ
い
。

〈テ

l
マ〉

い
ま
、
な
ぜ
「
女
性
問
題
か
」

〈
日
程
と
内
容
〉

O
六
月
七
日
出

「
女
性
と
労
働
」

長
野
大
学
助
教
授

天
野
勝
行

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
て
二

週
間
以
上
経
過
し
て
か
ら
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

O
六
月
十
四
日
出

「
女
性
と
家
族
」

長
野
大
学
講
師

O
六
月
二
十

一
日
出

「
働
く
女
性
と
保
育
問
題
」

長
野
大
学
助
教
授
寺
脇
隆
夫

O

六
月
二
十
八
日
出

「
女
性
と
福
祉
」

長
野
大
学
助
教
授
萩
原
清
子

〈
時
間
〉

い
ず
れ
も
午
後
一
時
三
十
分
か
ら

三
時
三
十
分
ま
で

〈

場

所
v

上
田
市
働
く
婦
人
の
家

〈
そ
の
他
〉

受
講
料
無
料
。
保
育
施
設
あ
り
ま

す
。
お
問
い
合
わ
せ
は
、
長
野
大
学

公
開
講
座
事
務
局
へ
。

戸 " 接種目
ムE 場 名

(2凶目)
対象地区

レ - 5 
川西社会福祉センター 月 川西地区

トー 28 

塩田母チ健康センター
日 塩田地区
(水)

明(市街両摘瞳庁セ舎ン2タ階ー} 
5 

東部・西部・中央地区

月
上野が丘公 民館 29 神科・豊殿地区

日

一 (ポ
川辺町会館 川辺・泉団地区

上岡市保健センタ ー
南部・北部・塩尻地区

(市役所南庁舎 2階) 5 
月

三好町 会館 30 城下地区
日

神川地区公民 館
働

神川地区

高
橋

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー

体
温
計
な
ど
を

無
料
検
査
し
ま
す

商
工
謀
計
量
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
6
0
3

有
線
②
0
7
4
5

六
月
七
日
は
、
計
量
記
念
日
で
す
。

昭
和
一一
十
六
年
六
月
七
日
に
旧
度
量

衡
法
が
廃
止
さ
れ
、
計
量
法
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
設
け
ら
れ

の
疾
患
が
急
性
矧
も
し
く
は
増
悪

期
や
活
動
期
に
あ
る
人

③
接
種
前
一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん j前

ま
し
た
。
メ
ー
ト
ル
法
の
普
及
、

正

し
い
計
量
器
の
使
用
に
よ
り
、
経
済

の
発
展
、
文
化
の
向
上
を
図
る
こ
と

が
、
こ
の
目
的
と
い
え
ま
す
。

市
で
は
、
こ
の
計
量
記
念
日
に
ち

な
ん
で
、
私
た
ち
の
身
近
な
計
量
器

と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
家
庭
用
計
量

器
の
無
料
精
度
診
断
を
行
い
ま
す
。

正
し
い
計
量
器
を
安
心
し
て
使
え
る

よ
う
、
こ
の
機
会
に
検
査
を
受
け
ま

し
ょ
、
っ
。

対
象
計
量
器
:
・
体
温
計
、
血
圧
計
、

ヘ
ル
ス
メ
ー
タ
ー
、
キ
・ッ
チ
ン
ス

ケ
ー
ル

円ーー
Jj日

6 月 5 日(樹ポ
団E

6月 2日(月) 6月3日(火j 6月4日(水) 6日

全場 塩田解放会館 川西公民館 農善村セ環ン境タ改ー 計市量検役査所室
ト~一

時 間 午前 9:30-正午、午後 1:00-3 :00 
~ーーー

対象地区 塩田 地 区 川西地 区 豊殿神j・l神|地科区・市内全域

車市役所会場は、市役所西庁舎 1階計量検査室です。

家庭用計量器検査日程表弘
山
ヲ

Q

R
ハ

※
接
種
当
日
お
よ
び
翌
日
は
、
激
動
、

入
浴
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。



第 959号、

日
本
脳
炎

予
防
接
種
を
実
施

保
健
予
防
課
保
健
係

官
⑫
4
1
0
0
内
線
2
8
9

有
線
②
0
7
2
1

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
次
の
と
お

り
行
い
ま
す
。
該
当
す
る
皆
さ
ん
は
、

指
定
さ
れ
た
各
会
場
で
お
受
け
く
だ

さ
い
。

〈
対
象
者
〉

O
初
回

l
昭
和
五
十
七
年
四
月
一
日

か
ら
五
十
八
年
三
月
三
十
一
日
ま

で
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん

O
追
加
H
H
昭
和
五
十
六
年
四
月
一
日

か
ら
五
十
七
年
三
月
三
十
一

日
ま

で
に
生
ま
れ
、
昨
年
初
回
と
し
て

一
固
ま
た
は
二
回
接
種
し
て
あ
る

子
供
さ
ん

O
こ
れ
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん

で
、
初
回
、
追
加
が
完
了
し
て
い

な
い
人
も
接
種
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
接
種
方
法
〉

初
回
と
し
て
一
か
ら
二
週
間
隔
で

二
回
接
種
。
さ
ら
に
、
お
お
む
ね
一

年
後
に
追
加
一
回
接
種

〈
日
程
・
会
場
〉

別
表
の
と
お
り

〈
持
ち
物
〉

t: え一(11)-一昭和61年 5月16日 広報う

母
子
手
帳
、
問
診
票
(
赤
ち
ゃ
ん

手
帳
の
中
に
あ
り
ま
す
。
五
十
七
年

三
月
以
前
に
生
ま
れ
た
子
供
さ
ん
は
、

会
場
に
あ
る
問
診
票
を
使
っ
て
く
だ

さ
い
)

〈
注
意
事
項
〉

①
五
月
に
ポ
リ
オ
(
小
児
マ
ヒ
)
、
麻

し
ん
を
受
け
た
子
供
さ
ん
は
、
一

か
月
聞
は
他
の
予
防
接
種
を
受
け

ら
れ
ま
せ
ん
。

②
七
月
に
行
う
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
・

B

C
G
接
種
を
受
け
る
子
供
さ
ん
は
、

O
六
月「

女
性
と
労
働
」

長
野
大
学
助
教
授

天
野
勝
行

昭
和
二
十
六
年
六
月
七
日
に
旧
度
量

衡
法
が
廃
止
さ
れ
、
計
量
法
が
制
定

さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し
て
『設
け
ら
れ

の
疾
患
が
急
性
期
も
し
く
は
増
悪

期
や
活
動
期
に
あ
る
人

③
接
種
前

一
年
以
内
に
、
け
い
れ
ん

の
症
状
が
あ
っ
た
人

④
は
し
か
、
水
ぼ
う
そ
う
、
お
た
ふ

く
か
ぜ
、
風
し
ん
、
手
足
口
病
な

ど
に
か
か
り
、
治
っ
て
か
ら

一
か

月
た
っ
て
い
な
い
人

⑤
医
師
が
予
防
接
種
を
受
け
る
こ
と

が
不
適
当
と
認
め
た
人

⑥
以
前
に
予
防
接
種
を
受
け
て
、
異

常
な
副
反
応
を
起
、
」
じ
た
こ
と
が

~ス、 士恭 名 信器 大サ 象 地 区

川西社会福祉センター 6 I 6 川西地区

上野が 丘 公 民 館
月 月

神科の一音11 (神弁科・新川屋原・・野岩竹門・・染西屋野・竹金井・笹) 3 17 
日 日

川辺町会 館 {・}。 (刈 川辺のー音11(上田原・川辺町・神畑)

塩出母子ー健康センター
14 6 1 

(11水l6』H 1 ) 

中塩田・別所

神川地区 公 民 館
(水H) 

神川の一部 (北岩下・梅・みが丘すず)台南・みすず台

塩尻地区公民館[ 6 I 6 
秋和・上塩尻・下塩尻

月 月 城下(小牧・諏訪形・須川・之中条村・千朝曲日町ヶ) 
三好 町会館 6 20 丘・ 三好町今・御所・中

働日 働日 泉田のー音11(半過)

農村環境改善センター 豊殿地区

東部(踏入・泉常町・上常国・木中常田・下常
上同市保健センター 回・北田・常入・材町)

(市役所南庁舎 2附) 6 6 南部(鷹南天神町・町泉平・北広天神町・松尾町
月 月 匠町・本 ・末町ー.大手町)

塩田母イー健康センター
11 24 

東塩田・西塩田日 日
(水)(刈 神科のー音li(畑山・伊勢山・保富士見台・蛇

上野が丘公民館 沢・山口・大久 ・長島・金

剛守)

北部(上川原柳町・下川原柳町・愛岩町・上

上回市保健センター 6 6 鍛冶町・鍛冶町・上房山・下房山・

(市役所南庁舎 2階) 月 月 柳町・新田・上紺屋町)

12 25 中央の一部(横町・海野町・原町袋町・馬
日日 場町)

神川地区公民館
(ね (水)

神川の一部 (大黒坪屋・・上下青沢木・国・上分青・下木堀・久・上保堀林)・

西部(下部紺屋町・鎌常磐原・西脇・新町・諏訪
上回市保健センター 6 6 -生塚・ 西田T・緑が丘・新屋・緑
(市役所南庁舎 2階) 月 月 が丘北・緑が丘 ・城北)

13 26 
中央の一部(田町・ :h堀町・木町・北大手)

働日
日

川辺町会館 (柄 川泉辺田のの一a部部 ((福倉升田・・下吉之田条)・築地・東築地)

本脳炎予防接種目程表日

日
本
脳
炎
予
防
接
種
を
受
け
て
二

週
間
以
上
経
過
し
て
か
ら
接
種
し

て
く
だ
さ
い
。

③
自
宅
で
必
ず
体
温
を
計
っ
て
き
て

く
だ
さ
い
。

〈
そ
の
他
〉

次
の
よ
う
な
子
供
さ
ん
は
、
予
防

接
種
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

①
発
熱
し
て
い
る
人
、
ま
た
は
著
し

い
栄
養
障
害
者

②
心
臓
血
管
系
、
腎
臓
ま
た
は
肝
臓

疾
患
に
か
か
っ
て
い
る
人
で
、
そ

※時聞は、各会場とも午後1時30分から2時30分までです。

※駐車場が狭いため、車での来場は御遠慮、くださし、。

事市f交所三

あ
る
人

※
接
種
当
日
お
よ
び
翌
日
は
、
激
動
、

入
浴
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
を

開
催
し
ま
す

上
小
地
方
事
務
所
商
工
課

宮
(⑩

1

2
6
0
内
線
2
5
4

県
で
は
、
技
術
革
新
時
代
に
対
応

で
き
る
中
小
企
業
を
育
成
す
る
た
め
、

次
に
よ
り
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
を
開
催

し
ま
す
。

〈
期
間
〉

昭
和
六
十
一
年
六
月
か
ら
昭
和
六

十
二
年
三
月
ま
で
(
十
二
回
開
催
)

〈
場
所
〉

主
と
し
て
長
野
市
、
松
本
市

〈
運
営
方
法
〉

参
加
者
お
よ
び
助
言
者
が
一
体
と

な
り
、
自
主
的
に
運
営

〈
募
集
人
員
〉

約
三
十
名
程
度

〈
負
担
金
〉

運
営
費
の
う
ち
一
部
の
経
費
は
参

加
者
負
担
と
し
ま
す
。

〈
申
込
方
法
〉

五
月
二
十
四
日
白
ま
で
に
上
小
地

方
事
務
所
商
工
課
へ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。
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市

職

貝

人
事
異
動

〈

部

長
v

マ
総
務
部
長
兼
上
小
地
域
広
域
行
政

事
務
組
合
事
務
局
長
北
村
郁
夫
(
財

政
部
長
)
マ
財
政
部
長
桜
井
昭

三

(
商
工
部
長
)
マ
商
工
部
長

成
沢
秀
敏
(
中
央
公
民
館
長
)

〈
謀
長
〉

マ
収
税
課
長
市
川
利
一
(
同
和
対

策
課
長
)
マ
博
物
館
長
兼
信
濃
国

分
寺
資
料
館
長
兼
山
本
鼎
記
念
館
長

平
野
勝
重
(
塩
田
解
放
会
館
長
)

マ
浄
水
管
理
セ
ン
タ
ー
所
長
丸
山

巌
(
浄
水
管
理
事
務
所
長
)
マ
応

急
工
事
課
長
宮
島
貞
之
(
博
物
館

長

)

マ

生

活

環

境

課

長

沓

掛

英

男
(
清
掃
事
務
所
長
)
マ
管
理
課

長
樋
口
稔
(
社
会
教
育
課
長
)

マ
交
通
対
策
課
長
等
々
力
寛
(
青

少
年
課
長
)
マ
社
会
教
育
課
長

小

山

幸

(

産

院

事

務

長

)

マ

青

少

年

課

長

竹

内

実

(

第

一
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
所
長
)

マ
中
央
公

民
館
長
兼
文
化
会
館
長
尾
見
幸

一

戸
生
活
環
境
課
長
)
マ
清
掃
事
務

所
長
兼
上
岡
市
古
芦
田
町
じ
ん
か
い
焼

え広報 う-第 959号

却

場

組

合

所

長

横

関

衛

(

市

民

係
長
)
マ
同
和
対
策
課
長
兼
中
央

解

放

会

館

長

春

原

重

長

(

管

財

係

長

)

マ

産

院

事

務

長

水

島

和
一

夫
(
市
民
税
第
一
係
長
)
マ
塩
田
-

解
放
会
館
長
兼
塩
田
公
民
館
長
竹

沢
栄
一
(
保
健
予
防
課
庶
務
係
長
)

マ
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
所
長

金
井
俊
雄
(
出
納
係
長
)

〈
係
長
〉

マ
用
度
運
用
係
長
阪
口
太
作
(
管

理
課
管
理
係
長
)
マ
市
民
税
第

一

係
長
小
池
広
次
(
業
務
課
庶
務
係

長

)

マ

市

民

第

一
係
長
兼
市
民
第

二
係
長
山
崎
慶
典
(
戸
籍
住
民
記

録
係
長
)
マ
管
理
課
管
理
係
長

本
房
利
治
(
林
務
係
長
)
マ
下
水

道
課
建
設
係
長
竹
鼻
靖
之
(
拡
張

係

長

)

マ

出

納

係

長

合

葉

嘉

雄

(
用
度
運
用
係
長
)
マ
業
務
課
庶

務
係
長
宮
島
照
彦
(
収
税
係
長
)

マ
工
務
課
建
設
係
長
三
浦
久
雄
(
下

水
道
課
建
設
係
長
)
マ
課
長
補
佐

指
定
小
林
善
幸
(
秘
書
広
報
係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定
工
藤
六
郎
(
資

産
税
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指
定

関

清

子

(

保

健

相

談

室

長

)

マ

課
長
補
佐
指
定
小
泉
健

一

(
医
療

給
付
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指
定

関
勇
次
(
農
林
課
振
興
係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定
小
林
隆
利
(
計

画
調
査
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指
定

国
部
勝
則
(
審
査
係
長
)
マ
課
長

補
佐
指
定
土
屋
公
男
(
同
和
教
育

係

長

)

マ

課

長

補

佐

指

定

宮

下

温
(
奉
仕
係
長
)
マ
課
長
補
佐
指

定
川
上
元
(
庶
務
学
芸
係
長
)

マ
課
長
補
佐
指
定
西
入
元
三
昨
(
第

一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
庶
務
係
長
)

マ

局

長

補

佐

指

定

原

佳

克

(

農

政

係

長

)

マ

管

財

係

長

藤

城

孝
(
保
育
課
付
)
マ
収
税
係
長

清
水
健
吾
(
国
民
年
金
係
長
)
マ

国
民
年
金
係
長
松
沢
征
太
郎
(
保

育
課
付
)
マ
保
健
予
防
課
庶
務
係

長

永

井

淳

夫

(

保

健

係

長

)

マ

保
健
係
長
村
田
道
雄
(
市
民
会
館

庶
務
施
設
係
長
)
マ
環
境
指
導
係

長
兼
家
庭
排
水
浄
化
セ
ン
タ
ー
所
長

清
水
邦
雄
(
交
通
対
策
係
長
)
マ

計
量
係
長
間
宮
美
予
乃
(
総
務
課

経

理

係

長

)

マ

林

務

係

長

赤

羽

善
碩
(
環
境
指
導
係
長
)
マ
交
通

対
策
係
長
樫
野
泰
昌
(
体
育
課
施

設

係

長

)

マ

庶

務

用

地

係

長

笠

原
唯
男
(
第
二
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

庶
務
係
長
)
マ
塩
田
支
所
住
民
係

長
永
井
孝
明
(
塩
田
地
区
有
線
放

送
所
長
)
マ
体
育
課
施
設
係
長

石
田
洋
介
(
庶
務
用
地
係
長
)
マ

塩
田
地
区
有
線
放
送
所
長
中
村
明

久
(
城
南
解
放
会
館
主
査
)
マ
点

字
図
書
館
長
柄
沢
勝
利
(
点
字
図

書
館
主
査
)
マ
報
恩
寮
業
務
係
長

田
村
光
広
(
農
村
整
備
課
主
査
)

マ
市
民
会
館
庶
務
施
設
係
長
西
沢

規
俊
(
秘
書
課
主
査
)
マ
総
務
課

経
理
係
長
柳
沢
剛
(
福
祉
課
主

査
)
マ
第
一
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

給
食
係
長
児
玉
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健康な時
あなたも献血を

[> 5月26日(月)

午前10時から正午

西部公民館

b毎月第 3木曜日

午後 I時から同 3時

血液センター上回出張所

(上田市医師会駐車場)
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